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１．背景 

生成 AI の急速な普及により、学習者支援、教
材開発、授業設計など、多様な教育実践の場面に

おいて生成 AIの利活用が注目されている。特に、
ChatGPT や Gemini に代表される大規模言語モデ

ルは、文章生成や教材レビューなど、これまで教

員が手作業で行ってきた業務の支援を可能にす

る。しかし、生成 AI は利便性が高い一方で、実
用面・倫理面の問題も存在している。例えば、ハ

ルシネーションや誤情報など、出力内容が、知識

や事実に反したり、存在しない情報を生成するこ

とが指摘されている（Widinger et al. 2021）。 
こうした課題に対し、生成 AIからの出力精度・

信頼性を高める方法として、プロンプトエンジニ

アリングが挙げられる（OpenAI 2023）。中村ほか

（2024）は、大学生への学修フィードバック時に、
適切なプロンプトエンジニアリングを行った生

成 AI による，フィードバックの効果を検討して
いる。また、加納（2024）は、プロンプトエンジ

ニアリングの基本技法を身に付ける重要性を指

摘し、学校教育においても学習機会を提供する必

要性を述べている。一方、先述の OpenAI (2023) 
は、プロンプトの工夫によって出力の制御はある

程度可能であるものの、生成 AI の出力に対する
最終的な判断は、利用者自身が担保するべきであ

ることを注意点として示している。 
したがって、生成 AI からの出力を批判的に検

討し、適切に活用するためには、利用者自身が正

しい知識や技能を有することが求められる。授業

設計に関する知識や技能に関しては、インストラ

クショナルデザインの領域で研究されている。イ

ンストラクショナルデザインとは、教育活動の効

果・効率・魅力を高めるための手法を集大成した

モデルや研究分野、またはそれらを応用して学習

支援環境を実現するプロセスである（鈴木 2006）。 

これらのインストラクショナルデザインの知

見およびプロンプトエンジニアリングの技法を

基にすることで、生成 AI を活用した授業改善を
より効果的に行うことが可能となる。本ワークシ

ョップでは、“授業改善パートナーBot”を参加者
自身が設計・開発することで、生成 AI の高度な

教育活用の実践的理解の深化を目指す。 
 

２．目的 
本ワークショップでは、Google の生成 AI

「Gemini」を活用し、授業改善に特化した「授業
改善パートナーBot」の開発を通じて、参加者が自

身の授業改善を支援する AI ツールを自ら設計し、
教育実践に応用する力を養うことを目的とする。

以下に本研修の学習目標を挙げる。 
� 生成 AIの出力について、インストラクショ

ナルデザインの観点から妥当性や有用性を

批判的に評価し、教育目的に応じて適切に活

用できるようになる。 
� 生成 AIの出力の品質を高めるため、プロン

プトエンジニアリングの代表的な構成要素

を理解し、教育文脈に適したプロンプトを設

計できるようになる。 
� 自身の授業の課題や改善点に基づき、授業改

善に特化したオリジナルの生成 AI Bot を構
築し、教育実践へ応用できるようになる。 

 
３．ワークショップの概要 

本ワークショップは、①インストラクショナル

デザインの基礎理解、②プロンプトエンジニアリ

ングの代表的な構成要素の理解、③チャット Bot
の構築、④授業改善への実践という 4つの段階で

構成されている。 
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まず、①インストラクショナルデザインの基礎

理解では、ガニェの 9 教授事象、ARCS モデル、
学習者特性の理解に関わる VARK モデルなど、

授業設計に必要な主要概念を扱う。これらの理論

を簡潔に整理し、参加者が自身の授業設計に関す

る知見を深めることを目的とする。 
次に、②プロンプトエンジニアリングの代表的

な構成要素の理解では、生成 AI から質の高い出
力を得るために必要なプロンプト設計の要点を

解説する。役割指示、制約条件、出力形式、評価

基準など、教育文脈に適したプロンプトを作成す

るための具体的手法を扱う。 
その後、③チャット Botの構築では、参加者の

授業改善を支援する「授業改善パートナーBot」を
各自が実際に構築する。プロンプトの調整や Bot

の動作確認を行いながら、各自の授業文脈に適し

た AI支援ツールの設計を試みる。 

最後に、④授業改善への応用では、構築した Bot
を用いて授業デザインの改善案を検討し、参加者

間で共有・議論することで、AIを活用した授業改
善の実践的理解を深める。 

本ワークショップで実施する授業改善パート

ナーBotの開発にあたっては、Googleが提供する

クラウドベースの Python 実行環境である Google 
Colaboratoryを使用する。さらに、Gemini APIを

用いてプロンプトエンジニアリングに基づく生

成 AI のチューニングを行い、授業改善支援 Bot

としての実装を目指す。そのため、参加者は

Google アカウントおよび Wi-Fi に接続可能なパ

ソコンを必ず持参する必要がある。また、各自が

改善を検討したい 1 コマ分の授業計画案を事前

に用意しておくことが望ましい。授業計画案の形

式は、授業の流れをまとめたWordや Excel文書、

テキストファイル、あるいは実際に使用するスラ

イド資料など、形式は特に問わない。これらの教

材を準備することで、ワークショップ内で構築す

る Bot の評価や改善がより有意義なものとなる。 

 
４．期待される効果 

生成 AI を教育に活用する議論は盛んであるも

のの、その多くは「AIをどのように使うか」とい

う操作的な側面に焦点が当てられがちである。し

かし今後は、AIを「学習支援のデザイン」に沿っ

て再構築し、教育目的に合致した形で活用する視

点が重要となる。本ワークショップは、単なるツ

ールの習得ではなく、授業改善を目的とした AI
活用の枠組みを獲得するための実践であり、教育

DXの推進に寄与する取り組みである。 
参加者が作成した Botは、授業計画の立案、教

材レビュー、評価観点の検討補助など、多様な教

育実践において即時的に活用可能である。また、

生成 AI とインストラクショナルデザインを統合
し、授業改善を支援するパートナーBotの開発を

通じて、教育実践における AI 活用の新たな可能
性を探索することができる。教育者が自ら AI を

設計し、授業改善のプロセスに組み込むスキルを

獲得する本取り組みは、今後の教育現場における

AI利活用のモデルケースとなるだろう。 
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